
　４月に春スキーを楽しみ、その際にゲ
レンデで派手に転倒し右肩を骨折した。
人生初の入院・手術という貴重な体験と
ともに、いまだリハビリに悪 戦 苦 闘して
いる。リハビリには作業療法士の資格を
もつ担当が専属で治療にあたる。コロナ
禍でも対面以外に治療方法がない、常に
リスクと隣り合わ せの厳しい環境で、私
を含めた多数の患者に応対する姿には
感謝しかない。
　2019年に発生した新型コロナウイルス
感染症は、われわれの生活を一変させた。
その生活は「w i t hコロナ＝コロナウイル
スと共存する世界」と呼ば れ、感染を防
ぎ一刻も早くコロナウイルスのない世界

「a f t e rコロナ＝コロナ後の世界」を目指
すための共通目標として、多様な生活様
式を受け入れた。
　 たとえば テレワークが 定 着し、オフィ
スへ出社することが当たり前であった働
き方が大きく変わった。また、Zoomなど
のW e b会議サービスや日用品、衣料品
を購入するE Cサイトは、もはやなくては
ならないインフラとなった。一方、オンラ
イン飲み会など一時盛り上がりを見せた
が、定着しなかったものもある。
　現在の状況はどうだろうか。「w i t hコ
ロナ」が長期化し、経済や 人々のメンタ
ルにも大きな影響がみられ、コロナの終
息を目指していた「a f t e rコロナ」では

なく、「w i t hコロナ」が継続することが前
提の新たな「ニューノーマル」時代を迎え
ようとしている。

マンガ・アニメを活用した展覧会やイ
ベントが10年ほど前から活況を呈してい
る。マンガ・アニメという二次元の表現
手法から空間という三次元にその世界観
を拡張し、作品世界を「体感」する、まさ
にフィジカルな空間でしか表現し得ない
その展示手法は、作品ファンのみならず、
このフィジカル 空間を「体感」したすべ
ての人々に新たな価値を提供してきた。
その結果、展覧会やイベントでの「体感」
は、マンガ・アニメの作品ファンにとって、

「マンガを読む」「アニメを見る」と同様
に、「作品世界に没入する」「ストーリー
を追体験する」ための必須な機会となっ
た。さらにフィジカルな空間を多くの作
品ファンが「体感する」から、作品ファン
同士が「共感する」場へと拡張している。
拡張されたファンコミュニケーションの
場は、新たな体験を生 み、作品ファンの
増加にもつながっている。
　われわれはクライアントから与えられ
た条 件 のなかで 、その 空 間 の 価 値を最
大化する手法を探り続け、これまでたく
さんのマンガ・アニメを活用した展覧会
やイベントの場を生み出してきた（写真
❶❷❸）。

そこへ新型コロナウイルス感染症が流

行し、一 時マンガ・アニメの展 覧 会やイ
ベントはその開催さえ叶わない事態とな
る。その後も国や行政からの開催や外出
の自粛、開催条件の厳格化（集客人数、
検温・消毒・追跡調査のための個人情報
の取得など）が続き、もはや展覧会やイベ
ントを開催する意義があるのか、その価
値を見出し会場まで足を運ぶ人がいるの
か、まさに何が「ニューノーマル」なのか
問い直す機会となった。
　いち早く動いたのは、フィジカル 空間
をバーチャル空間に移した「オンライン」
で の 展 覧 会 やイベントだ 。 時と場 所を
選 ば ず 、コロナ禍 の 影 響を受 けな いこ
の 空 間 に 未 来（ 出 口 ）を求 め た 。 そし
て日々、さまざまなプラットフォームが
生まれ、オンラインでの展覧会やイベン
トが次々と開催されていく。

フィジカルもバーチャルも「空間」であ
ることに変わりはなく、新たな空間づくり
としてわれわれはフィジカル空間で培っ
たデ ザインをバーチャル 空 間で展 開 す
ることにトライし、実績を重ねていく。実
際にバーチャル空間である「オンライン」
の展覧会やイベントに参加する人たちの
反応はどうだろうか。専用のU R Lまたは
アプリをダウンロードすれ ば 、そこは会
場の入口。フィジカル空間と変わらない
場がそこにある。バーチャル空間であれ
ばアバターに扮することもできる。
　 バーチャル 空 間で のイカした自 分で
実際、会場に足を踏み入れてみよう。時
と場を制限しない新たな空間は、フィジ

共感を生み、ファンを増やす空間づくり――文化を伝え、活かす空間づくりとは連載⑩

Withコロナから
｢ニューノーマル｣なWithコロナへ

マンガ・アニメを活用した
空間づくりの現状

マンガ・アニメを活用した、
これからの空間づくり

澤畠寿成
㈱丹青社 CMIセンター 
空間メディアプロデュース統括部２部 部長

空間づくりのノウハウにアイディアとテクノロジーを掛け合わせ、多彩な専門性とコラ
ボレーションすることで体験価値を最大化する。空間の可能性を追求し、共創を楽し
み、試行錯誤に夢中になりながら、人々のこころ動かす感動体験を創造します。
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ONE PIECE展

ゴールデンカムイ展 VRデビルマン展～悪魔の心、人間の心～

BLEACH生誕20周年記念原画展『BLEACH EX.』
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カル 空間までの移動やキャパシティ、感
染症対策などを不要とし、これまでと異
なるコミュニケーションを誘発する。一
方で、「あれ、意外と操作が大変だぞ！」

「目的 の 場 所を探 す のが 難しい ! ! 」「ス
マホが熱くなって電源落ちた! ! !」なんて
経験もあるのではないだろうか。
　A n i q u e（※）は、いち早くオンライン展
覧 会 のプラットフォームを構 築し、バー
チャル 空 間 で の 作 品 鑑 賞 、商 品 購 入 、
ファンコミュニーケーションを可 能 にし
た 。 集 英 社 が 毎 年 開 催 する「ジャンプ
フェスタ」も、2021年は完全オンライン
での開催となった。
　これまでバーチャル空間での体験は無
料が多かったが、「V Rデビルマン展」（写
真❹）のように有料での公開を試みた事

例もある。その後、「デジタルツイン」が
叫ばれ、リアルイベントの開催とバーチャ
ル空間でのイベントを狭間なく体験する
ことが可能な展開が期待されたが、まだ
効果的な事例はみられない。
　「ニューノーマル 」な新たな「w i t hコ
ロナ」の 時 代を迎え、マンガ・アニメを
活 用した展 覧 会 やイベントの 開 催 はコ
ロナ前に戻った印象はある。しかし、感
染 防 止 対 策 は 継 続して実 行していくこ
とが 必 須な状 況 の ため 、入 場 者 数 の 制
限、検温や 消毒のための設備や 人員な
ど、安全・安心な「ニューノーマル 」な展
覧会やイベントを開催するためには、こ
れまで 以 上 にリスクや 負 担 が 増してい
る。
　一方、来場者はフィジカルな「体感」を

求めて再び動き出し、「ニューノーマル」
な展覧会やイベントで、これまで以上に
快 適 な 時 を過ご すことが できるように
なった。

　宮城県石巻市の「石 ノ森萬画館」（写
真❺）が、昨年開館20周年を迎えた。石
ノ森萬画館の誕生は、宮城県出身の漫画
家・石 ノ森章太郎先生が1995年に石巻
を訪 れ 、当 時 の 市 長と会 談 。 市 街 地 の
空洞化、定住人口の減少など元気がなく
なってきた石巻市を再興する起爆剤とし
て、「マンガを活かしたまちづくり」の話
が浮上した。このチャンスを何とかもの
にしようと有志が立ち上がり、市民運動

補助金を活用した
デジタル配信の取組み

撮影：フォワードストローク
ⓒ尾田栄一郎／集英社

事業主：㈱朝日新聞社、㈱集英社、東映アニメーション㈱、
　　　  ㈱ADK、㈱フジテレビジョン、森アーツセンター
展示企画、デザイン・設計、制作・施工：㈱丹青社

事業主：ゴールデンカムイ展東京実行委員会
展示デザイン・設計、展示制作・施工（東京会場）：㈱丹青社

撮影：フォワードストローク
ⓒ野田サトル／集英社

出典：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000076045.html
漫画版「デビルマン」  ⓒ永井豪／ダイナミック企画
TVアニメ版「デビルマン」  ⓒダイナミック企画・東映アニメ―ション
DEVILMAN crybaby  ⓒGo Nagai-Devilman Crybaby Project
ⓒVRデビルマン展実行委員会

撮影：㈱クドウ  オリジナルフォト
ⓒ久保帯人／集英社

事業主：大日本印刷㈱
監修：㈱集英社
展示企画、デザイン・設計、制作・施工：㈱丹青社
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をはじめたことがきっかけとなり、1997
年に石巻市が「石巻マンガランド基本構
想 」を策 定 。1 9 9 9 年 に石 巻マンガロー
ドに「サイボーグ 009」像が完成、2000
年には田代島に「マンガアイランド」が
オープン。そして2001年７月に石ノ森萬
画館がオープンし、「マンガを活かしたま
ちづくり」の活動の拠点として動き出す。
　 石 ノ森 萬 画 館 は 、常 設 展 示 室を中 心
に石ノ森章太郎が生んだキャラクターの
世界観を存分に味わい没入する展示空
間を目指し、サイボーグ 009や 仮面ライ
ダーなど代表作を中心にその作品世界
を徹 底 的 につくりこんだ 。 ほか に企 画
展示室やグッズショップ「墨汁一滴」、展
望喫茶「ブルーゾーン」、コミックスの閲
覧やアニメの製作体験ができるライブラ
リー・マルチメディア工房など、さまざま
な機能が集約した総合的なミュージアム
として、観光以外にも人材育成、市民の
憩いや活動拠点としての機能も有する。
　 当 時 、地 域 創 生 にマンガ やアニメを

活用する事例は少なく、石巻の「マンガ
を活かしたまちづくり」は、まちを元気に
したいと想う人たちの熱意と、マンガの
可 能 性を信じて活 動してきた人 たちの
汗が原点にある。その後も、仙台駅から
石巻駅まで石 ノ森キャラクターがラッピ
ングされた列車「仙石線マンガッタンラ
イナー」が運行。石巻駅には石 ノ森キャ
ラクターが装飾され 、改札近くではサイ
ボーグ 009と仮面ライダーが出迎える。
駅を出てからは石巻マンガロードを通っ
て石 ノ森萬画館へ。マンガロードには、
石 ノ森キャラクターのフラッグ や 等身大
モニュメント、ブロンズ像、漫画家ギャラ
リー、ロボコンのマンホール 等が設置さ
れており、楽しみながら散策できる。ま
た萬画館のみならず、市街地各地でマン
ガのイベントが開催されるなど「マンガの
まち」として大いに賑わいをみせている。
　 2 0 1 1 年 の 東日本 大 震 災では甚 大な
被害を受け一時休館したが、全国各地か
ら数えきれないほどの激励や 萬画館の

再開を望む声や 寄付があり、「子どもた
ちに夢を。大人たちに勇気を。」をキー
ワードに、震災から1年８か月後の2012
年11月に再開を果たし、さらに2013年３
月にリニューアルオープンしている。開
館 2 0 周 年を迎えた2 0 2 1 年には来 館 者
の累計が350万人を超え、「マンガを活
かしたまちづくり」が地元だけでなく広く
国内外に浸透したことが伺える。
　石巻市ブランデッドムービー『変わる
まち、変われるまち、石巻。f e a t .ジュン』

（ 写 真 ❻ ）が 、「 映 文 連アワード2 0 2 2 」
（ 主 催：公 益 社 団 法 人 映 像 文 化 製 作 者
連盟）において最優秀作品賞（グランプ
リ） を受賞した。「映文連アワード」は、

「プロフェッショナルが選ぶ、プロフェッ
ショナルの仕事にふさわしい作品」を積
極 的 に発 掘・顕 彰 することによって、短
編映像業界の活性化を図るとともに、次
世 代を担う新しい 才 能（ 学 生・個 人 ）を
発 掘し、映 像 業 界 のインキュベータとし
ての機能も担う賞である。本作品は、経
験豊かなプロデューサー・ディレクター
による一次審査、さらに映画監督や広告
関係者、映像評論家の方々による二次審
査を経て、全応募作品から最も優秀な作
品として選出された。なお、本作は現在

『ジュン ～春の針～』と改題して、「石ノ

森萬画館」の映像ホールにて上映してい
る。
　 今 回 の 特 徴 的な試 みとして、特 定 非
営利法人映像産業振興機構（V I P O）の
J - L O D (5)「コンテンツグローバル需要
創出促進・基盤強化事業費補助金」事業
を活用し、コロナ禍の影響で減少してい
た石巻市への観光客入込数と石 ノ森萬
画館の入館者数の回復、また石ノ森作品
を知らない若手層、Z世代へ深く訴求で
きていない課題を解決するため、映像に
よる情報発信により鮮烈な切り口で石 ノ

石ノ森萬画館

変わるまち、変われるまち、石巻。feat.ジュン

撮影：フォワードストローク
ⓒ石森プロ

出典：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000008.000079726.html
ⓒ石森プロ

事業主：石巻市
デザイン・設計、制作・施工：㈱丹青社

事業主・制作：石巻市
監修：石森プロ
企画：石巻市、街づくりまんぼう、㈱丹青社
協力：小川勝久（和歌山大学／大阪芸術大学）
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森章太郎を世に出し、マンガ文化の街・
石巻市をアピールする映像を制作、デジ
タル配信を行なった。

前 衛 的なマンガ 表 現 が 話 題となった
石ノ森章太郎の『ジュン』を題材に、主人
公ジュンの成長を描いたアニメーション
を製作。映像化が困難といわれた原作
を、一般のセル画アニメとは異なる手書
きタッチのような作風で制作。アート作
品としてプロモーションすることで、従来
のファンに加え石ノ森作品を知らない Z 
世代にも訴求させることを試みた。
　 石 巻 市 は 東 日 本 大 震 災 から1 0 年を
経過したことに加え、石 ノ森萬画館が開
館20周年を迎え、本作品で「ジュンの成
長」と「震災から復興する石巻市」を重
ね伝えることで、「マンガ文化の街・石巻
市」をブランド化することを計画。本作
品のストーリーに、自身の経験を重ね合
わ せられるような没入感を持たせ、視聴
者の共感を得ることで、石巻市を訪れた
くなる気持ちになるような映像として製
作した。
　デジタル 配信は、多くの目にとまるよ
うYo u Tu b eにて映像を放映することと
し、石 ノ森ファンを足掛かりとしたいこと
から、石 ノ森萬画館が開設しているチャ
ンネルで動画を放映（２／11～２／20ま
での限定公開)。　配信情報はS N Sを主
体にしてティザー動画を拡散した。さら
にデジタル配信のリーチ数はデータとし
て整備し分析を行なうなど、補助金を活

用したマンガ・アニメによる地域のブラ
ンディングという新たな試みは、マンガ・
アニメを活用した空間づくりをさらに拡
張させ、地域創生に貢献し、文化や 観光
を育む手法として今後注目されていくだ
ろう。
　また今 回 の 取 組 みは、和 歌 山 大 学 国
際 観 光 学 研 究 センター客 員フェロー／
大 阪 芸 術 大 学 写 真 学 科 客 員 教 授 の 小
川 勝 久 先 生の協 力を仰ぎ 、補 助 金 申 請
から活用までのコンサルティング 、両大
学からの 情 報 発 信を行ない 、産 学 連 携
の取組みとして論文「持続可能なアニメ
ツーリズム」も発表している。この英語
論文は、現在、和歌山大学ウェブ サイト
で、世 界 のアニメファン、観 光 関 係 者 に
向け、公開中である（論文「持続可能な
アニメツーリズム：Sustainable anime
t o u r i s m 」公 開サイト⇒⇒和 歌 山 大 学
学術リポジトリ）h t t p : / / r e p o s i t o r y .
center.wakayama-u.ac.jp/ja/4724）

　これまでマンガ・アニメを活用した空
間づくりの現状や事例を述べたが、その
将来性はどうだろうか。
　近年、国内市場の充実はもとより、海
外市場でのマンガ・アニメは日本の文化
として認 知され 、さらなる拡 大が 見 込ま
れる。2000年からフランスのパリで開催
されている「ジャパンエキスポ」は、マン

ガ・アニメを中心に和食や伝統文化など
日本文化を幅広く紹介するイベントとし
て定着しているが、今年は３年ぶりの開
催にもかかわらず、前回を超える約30万
人が来場した。コロナ禍で外出が制限
され、自宅でマンガやアニメに触れる機
会 が 増えたことも新 たな来 場 者を生ん
だようだ。

また シンガ ポ ー ル の マリーナベイ・
サンズでは、「At t a c k o n T i t a n : T h e
Exhibition」（写真❼）が今年の２月から
８月まで開催され人気を博した。この展
覧会は2019年「進撃の巨人展F I N A L」
として東京で開催され、その後国内巡回
を経て東 南アジアで はじめての 開 催と
なった。シンガポールを皮切りに、今後
もアジア各 国での開 催が 検 討されてい
る。国内で開催した展覧会を海外向け
にリバイスする取組みはこれまでも事例
はあるが、ここまで大規模な展覧会を海
外で複数展開する事例は少ない。海外
市 場まで 意 識した 展 覧 会 の 在り方とし
て、注目すべき事例である。

サウジアラビアのジェッダで開催され
た「ジェッダ・シーズン2022」（写真❽）
では、サウジアラビア国内で人気の高い

「機動戦士ガンダム」「鬼滅の刃」「キャ
プ テン 翼 」「 攻 殻 機 動 隊 S A C 2 0 4 5 」

「 ゴ ジラ 」「 呪 術 廻 戦 」「 進 撃 の 巨 人 」
「N A R U T O」「パックマン」「H U N T E R
×H U N T E R 」「 B L E A C H 」「 僕 のヒー
ローアカデミア」といった12のアニメコ

マンガ・アニメを活用した
空間づくりの将来

進撃の巨人展FINAL ジェッダ・シーズン 2022  アニメビレッジ

出典：https://jp.marinabaysands.com/museum/exhibitions/attack-on-titan.html

出典：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000102060.html
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ンテンツの体験型パビリオンが「アニメ
ビレッジ」として期 間 限 定でオープン。
このアニメコンテンツのグッズが購入で
きる「アニメイトショップ 」と「 サンリオ
ショップ 」が出店し、ジェッダ・シーズン
2022全体で約600万人が参加した。
　このように海外での大規模なイベント
は、グローバルなファンを醸成し、新たな
ビジネスの可能性を期待させる。
　 国 内 で は 、「ニューノーマ ル 」なマン
ガ・アニメを活用した展覧会やイベント
が定着し、フィジカル空間での「体感」を
求めたファンが集う場として今後も集客
が見込める東京を中心に展開されてい
くことが予想される。
　一方、石ノ森萬画館の事例が示すよう
に、マンガ・アニメはこれからの地 域 創
生 の ため に欠か せないコンテンツとな
り、地 域 の 財 産として大 切 にされ 、街や
人を育てていくだろう。
　 2 02 0 年にオープンした「 豊 島 区 立ト
キワ 荘 マンガミュージアム」（ 写 真 ❾ ）
は、老朽化により1982年に解体された、
手 　 治 虫をはじめとするマンガ 界 の 巨
匠 たちが かつて住 み 集 い 、若き青 春 の
日 々を過ごした「トキワ 荘 」を、多くの
ファンや 地 域 住 民 の 熱 望 によりマンガ
ミュージアムとして再 現され たもの だ 。
写真や聞き取りにより、外観から間取り、
描きかけの原稿やペンが置かれたマン
ガ家の部屋から、木造階段のギシギシと

鳴る音まで当 時 の 姿を忠 実 に再 現して
いる。また、外壁や内装はあえて汚す演
出を行ない、築10年の使い込まれたトキ
ワ荘を再現し、さらに、建物以外にも「ト
キワ荘」と書かれた看板やマンガ家たち
がよく利用した電 話ボックスもミュージ
アムのアプ ローチに再 現した。 新 たな
施設は「マンガの聖地としま」の象徴とし
て、マンガ・アニメ文化の情報発信拠点、
マンガによるまちづくりを推進する地域
の活動拠点としての役割を担っている。
　 東 京 都 葛 飾 区 は、区 ゆかりの 人 気 漫
画「こちら葛飾区亀有公園前派出所（こ
ち亀）」をテーマにした観光施設を整備、
オープンは2 0 2 4 年 度を予 定している。
こち亀 の 舞 台となった亀 有 地 区では主
人公の両津勘吉らの銅像やデ ザインマ
ンホールを設置するなどして、国内外か
ら観光客を呼び 込んできた。区は新た
な観光拠点を整備し、「こち亀の街」とし
ての魅力をさらに向上させたい考えだ。
　「まんが王国とっとり」を謳う鳥取県で
は、2025年春に開館予定の「鳥取県立
美 術 館 」( 写 真➓ )で、「 未 来を” つくる”
美術館」として、鳥取のマンガ 家や ポッ
プ・カルチャーをさまざまな展覧会やプ
ログラムで発信していく計画としている。

コロナ禍 による「ニューノーマル 」な
体験は、フィジカルとバーチャル の狭間
をなくし、テクノロジーを活用したファン
コミュニケーションのツールとなった 。

E C サイトで の 商 品 購 入 は日 常となり、
S N Sを通じ情報はリアルタイムに共有さ
れる。クラウドファンディングを活 用し
た、ファン参加型の体験も増えてきた。
　x Rなどの最新技術を活用し、フィジカ
ルとバーチャルを同一空間で「体感」す
る演 出も日々の 技 術 の 進 化 に比 例して
今後ますますその価値を向上させていく
だろう。メタバースや N F Tなどの活用
は、空間での「体感」を拡張する手法とし
て今後もその動向に注目していきたい。

マンガ・アニメを活用した空間づくり
は、その作品世界に「没入」「追体験」す
る「 体 感 」の 場 から、テクノロジーと融
合した「共感」の場として、フィジカルと
バーチャルの狭間を行き交う新たな体験
として更に価値を高めていくことが求め
られていくだろう。
　 人 はフィジカル な体 験 がなくては 生
きていけない。生きるために、よりよい
体験がしたい。それを支えるのがフィジ
カル空間であり、その拡張のためにテク
ノロジーを活 用 する。リハビリだって、
バーチャル 空間では成立しないし、フィ
ジカルなコミュニケーションによって、こ
ころも体も回復する。ゴールまであと少
し、リハビリ頑張ろう。

※A n i q u e㈱は、アニメやマンガ等のアートワークを
ブ ロックチェーン上で 管 理 や 取 引 ができるプラット
フォーム『Anique』を展開し、新たなエンターテインメ
ントを発信している企業。

豊島区立トキワ荘マンガミュージアム 鳥取県立美術館

撮影：フォワードストローク

提供：槇総合計画事務所　イメージ制作：ヴィックVicc Ltd.
プレサイト：https://tottori-moa.jp

建設：竹中・懸樋・丹青共同企業体
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